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Abstract In Toyama Prefecture, most female employees keep their full-time job even after having children. 
The local government enacted various measures for promoting greater work-life balance and sexual equality. 
What are the results of this social support? In fact, the ratio of women in executive positions in Toyama is still 
low. 
This paper analyzes the actual female labor situation and considers why the ratio of female executives has 
remained low, using the results of interviews with 53 female employees in 18 manufacturing firms in Toyama 
Prefecture. 

























てきている（e.g.大沢, 2008, 2015; 商工総合研究所, 
2011; 経済産業省, 2012; 経団連出版, 2014）。 
本稿の構成は以下の通りである。まず第 2節では，
富山県の女性労働の一般的状況の特徴を説明する。
第 3 節では富山県ものづくり企業 18 社での筆者に
日本女子大学紀要 家政学部 第 63号  Jpn. Women’s Univ. J. Vol.63（2016） 




























































































































































表 1 インタビュー企業の概要 
 
      出所）筆者作成 
表 2 インタビューした女性人材の概要 
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― 71 ― 
で身体を鍛えていたわけではありません。例え
ば 3 メートルのアルミの棒材も，経験を積むと
どこらへんを持てば持ちやすいのかわかるよう
になります。（生命保険会社からポリテクセン
ターを経て転職してきた女性の言葉）」，といっ
た小規模企業の女性社員たちの言葉から，女性
が携われるものづくりの領域は従来よりももっ
と広げられることを我々は学ぶことができる。 
 
  
